
災害は忘れた頃にやって来る
楽しく学んで身近な防災
7月1日に開催された南砺市防災フェア
いつ起こるかわからない災害へ備えを！

南砺市HP

なんとくん（南砺市）FB
南砺市ホームページ	 http：//www.city.nanto.toyama.jp
なんとくん（南砺市）フェイスブック　https：//www.facebook.com/NantoCity

さきがけて 緑の里から 世界へ

	 2	 第10回南砺市消防団消防操法大会
	 3	「みんなの住民自治創生セミナー」参加者募集のお知らせ
	 5	「産後ケア事業」のお知らせ
	 8	「なんとで同窓会応援プロジェクト補助金」を
	 	 交付します。

なんと みらい ちゃん
（夏休み涼味満喫バージョン）
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＜大会結果＞
【優勝分団の紹介】 ▼

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
（
出
場
6
分
団
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
（
出
場
6
分
団
）

　　　　【優勝分団の紹介】

▼
城
端
方
面
団

　境

　
　宣
人
、
松
本

　毅
樹

　岡
部

　怜
司
、
西
井

　
　明

　西
村

　真
博
、
坂
井

　一
貴

　森
下

　常
智
、
山
本

　
　勝

▼
平
方
面
団

　不
破

　貴
行
、
大
瀬

　裕
一

　髙
田

　
　健

▼
上
平
方
面
団

　竹
中

　英
樹
、
井
並

　幹
隆

▼
利
賀
方
面
団

　長
谷

　修
司
、
南
田

　哲
幸

▼
井
波
方
面
団

　瀧
田

　龍
也
、
須
川

　
　誠

　高
畑

　幸
彦
、
細
川

　竜
政

　岩
倉

　善
幸

▼
井
口
方
面
団

　高
田

　良
晴

▼
福
野
方
面
団

　寺
井

　
　豊
、
北
野

　
　進

　前
川

　太
志
、
大
畠

　久
隆

　西
村

　眞
人
、
池
田

　快
治

▼
福
光
方
面
団

　湯
浅

　
　渉
、
小
幡

　勝
己

　前
寺

　
　毅
、
桃
野

　弘
毅

　小
谷

　和
雄
、
三
味

　宏
一

　中
村

　哲
治
、
大
井
川
清
史

　向
井
竜
太
郎
、
安
丸

　健
志

▼
な
ん
と
レ
デ
ィ
ー
分
団

　中
西

　夕
子

　　

　
優
勝
：
井
口
方
面
団
井
口
分
団

　次
勝
：
福
野
方
面
団
福
野
北
部
分
団

　参
勝
：
上
平
方
面
団
上
平
南
部
分
団

　
優
勝
：
利
賀
方
面
団
両
百
瀬
分
団

　次
勝
：
平
方
面
団
合
掌
分
団

　参
勝
：
井
波
方
面
団
南
山
見
分
団

富
山
県
知
事

　
　
　現
場
表
彰
者

指揮者 城岸　　栄
１番員 野村　翔平
２番員 野原　芳宏

３番員 蟹澤　悠也
補欠員 野原　裕人

指揮者 小林　智紀
１番員 金道　真一
２番員 脊戸川貴史

３番員 窪田　篤人
４番員 吉田　秀樹
補欠員 辻村　章次

第
10
回
南
砺
市
消
防
団

�

消
防
操
法
大
会

�

7
月
8
日
㈰

　

南
砺
市
防
災
セ
ン
タ
ー
訓
練
場
で
第
10
回
南
砺
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
市
内
8
方
面
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
66
名
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
2
部
門
で
、
1
カ
月
超
の
早
朝
練
習
を
重
ね
て
磨
き
上
げ
た
消
防
技
術
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う
晴
れ
上
が
っ

た
操
法
大
会
当
日
。
選
手
た
ち
は
日
頃
か
ら
の
た

ゆ
ま
ぬ
訓
練
と
大
会
に
向
け
て
の
猛
特
訓
で
鍛
え

抜
い
た
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
。
応
援
に
集
ま
っ

た
多
く
の
観
衆
は
息
の
合
っ
た
見
事
な
操
法
に
惜

し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
次
勝
以
上
の
分
団
は
、
7
月
28
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
第
69
回
富
山
県
下
消
防
団
消
防
操

法
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
南
砺
市
消
防
団
代
表
と

し
て
、
そ
の
実
力
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

2
2018.8



　
　

9
月
9
日（
日
） 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

  

会
場　
ア・ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
ま
た
は
福
野
庁
舎
講
堂

　
　

9
月
25
日（
火
） 

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

　
　
10
月
9
日（
火
） 

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

　
　
10
月
20
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

住
民
自
治
の
あ
り
方
や
事
業
化
プ
ラ
ン・

　
　
　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
! 

　

南
砺
市
で
は「
小
規
模
多
機
能
自
治
」の
手
法
を
用
い
た
住
民
自
治
を
平
成
31
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、今
回
、富
山
大
学
地
域
連
携
戦
略
室
と
の
連
携
に
よ
り
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、地
域
運
営
の
担
い
手
育
成
、お
よ
び
地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
の
住
民
自
治
の
あ
り
方
や
様
々
な
事
業
化
プ
ラ
ン
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
を
目
指
し
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
行
い
ま
す
。 

　

幅
広
い
年
代
か
ら
、ま
た
女
性
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
前
期
内
容

　

全
4
回
の
講
座
で
小
規
模
多
機
能
自
治
の
基
礎
や
実
例

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格	

�

市
内
在
住
、在
勤
、市
内
で
活
動
す
る
団

体
に
所
属
す
る
方
で
、満
18
歳
以
上

▼
募
集
人
数	

1
0
0
人
程
度

▼
応
募
方
法	

�

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項（
住
所
、

氏
名
、年
齢
、職
業
、連
絡
先
、応
募
動

機
な
ど
）を
記
入
し
、左
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）応
募
用
紙
は
、各

行
政
セ
ン
タ
ー
及
び
南
砺
で
暮
ら
し
ま
せ

ん
課
に
あ
り
ま
す
。ま
た
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他	

�

参
加
者
の
方
へ
の
謝
礼
や
交
通
費
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
南
砺
で
暮
ら
し
ま
せ
ん
課 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
係

　
☎

2
0
3
7　


0
1
7
0 

　
〒
9
3
2-

0
2
3
1 

南
砺
市
山
見
1
7
3
9-

2

　
（
井
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ア
ス
モ
2
階

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

•�

自
治
を
回
復
し
、

�

ま
ち・む
ら
の
力
で
解
決
す
る
た
め
に

I
I
H
O
E

�

（
人
と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
）

　
代
表　

川
北 

秀
人
氏 

•
地
域
づ
く
り
の
担
い
手 

•
石
川
県
七
尾
市
で
の

�

コ
ミュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
例 

�

株
式
会
社
　
御
祓
川　

森
山 

奈
美
氏

•
地
域
を
動
か
す
た
め
の

�

具
体
的
な
進
め
方
な
ど

•
新
潟
県
村
上
岩
船
地
域
で
の

�

コ
ミュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
例

　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー 

�

斎
藤 

主
税
氏 

•
持
続
可
能
な
コ
ミュニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

�

仕
組
み
と
実
例

　
　
　
富
山
大
学
地
域
連
携
戦
略
室�

�

金
岡 

省
吾
教
授

※
後
期
に
つ
い
て

・�

実
際
に
自
分
の
地
域
で
活
動
で
き
る
事
業
化
プ
ラ
ン
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

・
参
加
人
数
は
20
人
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

・�

開
催
日
時
は
平
日
日
中
の
午
後
2
時
～
5
時
、11
月
～
２
月

ま
で
に
５
回
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
後
期
に
つい
て
は
、別
途
募
集
し
ま
す
。

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

地域の
課題解決への
ヒントを見つけ
　　ましょう

1
0
0
人

　
募
集
!!

「
み
ん
な
の
住
民
自
治
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
小規模
多機能自治を
　もっと学ぼう！
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児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成・児
童
手
当
の
受
給
資
格
者
の
方
へ

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

あ
る
方
は『
現
況
届
』、特
別
児
童

扶
養
手
当
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

『
所
得
状
況
届
』の
提
出
が
必
要

で
す
。ま
た
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

『
更
新
』の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

現
在
、受
給
資
格
の
あ
る
方（
支
給

停
止
中
の
方
も
含
む
）に
は
、7
月

下
旬
に「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」を

送
付
し
ま
す
の
で
、お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
毎
年
6
月
に『
現

況
届
』の
提
出
が
必
要
で
す
。ま
だ

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

手
続
き
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、

手
当
や
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

前
回
、所
得
制
限
に
よ
り
停
止

の
方
も
、前
年
の
所
得
額
に
よ

っ
て
は
該
当
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保

護
者
を
対
象
に
臨
時
職
業
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時	

8
月
7
日（
火
）

	

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
会　
場	

福
光
庁
舎　
1
0
1
会
議
室

問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
砺
波　
☎

2
9
1
4

　

富
山
県
健
康・福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
砺
波
内
に「
福
祉・介
護

の
お
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し
、キ

ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
無
料
で
相
談
を
受

け
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時	

毎
月
第
2・4
金
曜
日

	

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

	

（
祝
日
の
場
合
は
変
更
）

▼
場　
所	

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
砺
波

問
い
合
わ
せ

　
富
山
県
健
康・福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎076-432-6156

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
!

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
砺
波
で

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
相
談

【各種手当制度について】
名　称 児童扶養手当 ひとり親家庭等医療費助成 特別児童扶養手当 児童手当

対　　象

父母が離婚した児童、
父又は母が死亡した児
童、父又は母が身体に
重度の障害がある家庭
の児童を養育している
親（又は養育者）

父母が離婚した児童、父
又は母が死亡した児童、
父又は母が身体に重度
の障害がある家庭の児
童を養育している親（又
は養育者）と子

精神や身体に中程度以
上の障害のある児童を
養育している父若しくは
母又は養育者

市内在住で中学校修了
前の子どもを養育して
いる方

支給月額

全部支給：42,500円
一部支給：
10,030〜42,490円
※�児童1人の手当額で

す。2人では5,020
〜10,040円、3人以
降は3,010〜6,020
円が加算されます。

医療費（保険適用分）の
自己負担分

1級（重度障害児）：
� 51,700円

2級（中度障害児）：
� 34,430円

3歳未満：� 15,000円
3歳〜小学生（第1,2子）：
� 10,000円
3歳〜小学生（第3子以降）：
� 15,000円
中学生：� 10,000円
所得制限世帯：�5,000円
※児童1人あたり

支給期間
認定請求した日の翌月
から末子が18歳に達
する日以降の最初の3
月31日まで

認定の日から末子が18
歳に達する日以降の最
初の3月31日まで

認定請求した日の翌月
から対象児童が20歳に
なるまで（障害の程度が
軽くなった場合を除く）

認定請求した日（生まれ
た日）の翌月から15歳
に達する日以降の最初
の3月31日まで

所得制限 あり（支給停止されます） あり（支給停止されます） あり（支給停止されます） あり

現 況 届 ・
所得状況届 毎年8月 毎年8月 8月10日〜9月11日

毎年6月
※�未提出の方は至急提

出してください。

支 払 日 年3回
（4・8・12月）の11日

県内医療機関：現物給付
県外の医療機関：償還払
い申請日の翌月25日

年3回
（4・8・12月）の11日

年3回
（2・6・10月）の10日

備　　考

公的年金の月額が児童扶
養手当よりも低い方は、
差額を受給できるように
なりました。子の加算額が
増額し、所得に応じて決定
されるようになりました。

障害の程度によって、定
められた時期に診断書
の提出が必要です。

「第3子以降」とは、18歳
に達する日以降の最初
の3月31 日までの養育
している児童のうち、3
番目以降をいいます。

問い合わせ 　こども課　子育て支援係　☎2010
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URL　�http://sukoyakahiroba-nanto.
city.nanto.toyama.jp/

　母子保健事業や予防接種、子育て支援に関する情報
をまとめたホームページです。ぜひご覧ください。

対
象
と
な
る
方	

　

南
砺
市
に
住
民
票
が
あ
り
、左
記
に
あ
て
は
ま
る
方

　

生
後
３
か
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
で

　

・
産
後
の
体
調
不
良
や
育
児
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　

・
ご
家
族
な
ど
か
ら
十
分
に
産
後
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
方

利
用
方
法

	

　
★
ま
ず
は
、電
話
で
左
記
申
込
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　
⇒

�

ケ
ア
の
予
定
を
立
て
る
た
め
、地
区
担
当
保
健
師
が
事
前
に
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
★�

直
接
、来
所
さ
れ
る
場
合
は
、「
利
用
申
請
書
」を
提
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
印
鑑
」と「
母
子
健
康
手
帳
」を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
＊�

赤
ち
ゃ
ん・お
母
さ
ん
が
来
所
さ
れ
た
場
合
は
、そ
の
場
で
状
況
確
認
を
行
う
た

め
、事
前
訪
問
は
し
ま
せ
ん
。

　

◎
利
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に「
利
用
申
請
書
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
＊�

な
お
、非
課
税
世
帯
で
、南
砺
市
に
申
告
し
て
い
な
い
方（
転
入
の
方
な
ど
）は
、世

帯
の
課
税
状
況
を
証
明
す
る
も
の（
非
課
税
証
明
書
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
個
人
負
担
金
の
額
の
決
定
に
必
要
で
す
）

　
＊「
と
や
ま
っ
子
子
育
て
応
援
券
」が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ

お
住
ま
い
の
地
域

申
込
先

電
話

井
波
・
井
口
・
福
野

健
康
課
保
健
係

23-

2
0
2
7

城
端
・
福
光

福
光
保
健
セ
ン
タ
ー

52-

1
7
6
7

平
・
上
平
・
利
賀

平
保
健
セ
ン
タ
ー

66-

8
0
2
6

個人負担金
利用期間

課税世帯 非課税世帯※1

家庭訪問
（助産師）

＊�１回あたり最大
４時間まで

１回：1,200円 １回：600円
3日　
以内※2◎�多胎の場合は、２子以降半額を

加算します
※1　生活保護世帯の場合、個人負担金は免除となります。
※2　利用期間の延長が必要な場合は、福光保健センターへご相談ください。

『
産
後
ケ
ア
事
業
』の
お
知
ら
せ

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
認
証
機
能
を
利
用
し
た

�

簡
単
で
安
心
な
シ
ス
テ
ム
で
す
！
～

　

市
で
は
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
配
信
す
る「
な
ん
と
す
こ

や
か
タ
ウ
ン
」を
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ（
T
S
T
）と
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
な
ん
と
す
こ
や
か
タ
ウ
ン
」か
ら
お
子
さ
ん
の
月
齢

に
あ
っ
た
健
診・教
室
な
ど
の
お
知
ら
せ
や
予
防
接
種
の
情
報

を
配
信
し
て
い
ま
す
。予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

　

今
回
、新
規
加
入
＆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
ロ
グ
イ
ン

を
さ
れ
た
パ
パ
や
マ
マ
に
素
敵
な
特
典
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

Ｈ
30
年
度
限
定
‼

「
な
ん
と
す
こ
や
か
タ
ウ
ン
」

加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
‼

南
砺
市
共
通
商
品
券
を

�

最
高
１
０
，０
０
０
円
分
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

◆
新
規
加
入
＆
ロ
グ
イ
ン
の
時
期
が

　

①
妊
娠
届
出
～
出
産
日
前
日
ま
で
の
方�

…
１
０
，０
０
０
円

　

② 

①
の
期
間
以
外
の
方�

…
…
…
…
…
…
…
５
，０
０
０
円

��

＊�

新
規
加
入
＆
ロ
グ
イ
ン
の
時
期
に
よ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
額

が
違
い
ま
す
。（
1
家
族
1
回
限
り
）

��

＊�

1
年
以
上
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
が
対
象
で
す
。

南
砺
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
な
ん
と
み
ら
い
ち
ゃ
ん

�

チ
ャ
イ
ル
ド
ｉｎ
カ
ー
」マ
グ
ネ
ッ
ト
を

�

も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
で
き
る

範
囲
も
続
々
拡
大
中
で
す
。こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ	

　

福
光
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎

１
７
６
７

　

産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
が
、安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
、助
産
師
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
、お
母
さ
ん
の
心
と
身
体
の
ケ
ア

を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
や
発
育
・
発
達
の
確
認
、授
乳
に
つ
い
て
の
ケ
ア（
乳
房
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
含
む
）や
ア
ド
バ
イ
ス
、育
児
の
手
技
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
導
な
ど

助
産
師
に
よ
る
専
門
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特典１特典2
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▼
対　
象　

�

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
方
、地
域
で
活
動
で
き
る
方

▼
会　
場　
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
北
川
1
6
6

-

1
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
持
ち
物　
筆
記
用
具

▼
申
込
期
限　
8
月
23
日（
木
）ま
で

申
込・問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎

2
0
3
4

　

高
齢
に
な
っ
て
も
生
き
活
き
と
生
活
を
送
る
た
め
に
、自
ら
介
護

予
防
に
取
り
組
み
、ま
た
、地
域
で
何
か
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

受講生
募集！

幹
事
さ
ん
に
朗
報
!
　
　
南
砺
で
同
窓
会
し
ま
せ
ん
か
!

南
砺
市
内
の
宿
泊
施
設
利
用
を
促
進
し
、南
砺
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

「
な
ん
と
で
同
窓
会
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
」

を
交
付
し
ま
す
。

●補
助
金
概
要

　
市
内
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
、

　
参
加
者
の
う
ち
4
人
以
上
が
市
内
で
宿
泊
す
る
と
…

　

宿
泊
者
1
人
当
た
り
1
，5
0
0
円
補
助
し
ま
す
!

�

（
上
限
15
万
円
）

●補
助
金
の
対
象
と
な
る
同
窓
会

　
小・中・高
校
、大
学
、高
等
専
門
学
校
等
の
同
窓
会

　
所
在
地
は
市
の
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

●補
助
の
要
件　
（
左
記
の
要
件
全
て
を
満
た
す
も
の
）

　
①
市
内
で
開
催
さ
れ
、参
加
者
の
4
人
以
上
が
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と

　
②�

こ
の
要
綱
に
基
づ
く
補
助
金
以
外
に
市
か
ら
補
助
金
、負
担
金
等
の
金
銭
的
な
補
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

　
③
政
治
活
動
、宗
教
活
動
又
は
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

　
④�

参
加
者
に
南
砺
市
暴
力
団
排
除
条
例（
平
成
24
年
南
砺
市
条
例
第
1
号
）第
2
条
第
3

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
が
い
な
い
こ
と

　
⑤
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

※�

補
助
の
要
件・申
請
手
続
き
等
、詳
し
く
は「
な
ん
と
で
同
窓
会
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金

交
付
要
綱
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

要
綱
及
び
こ
の
補
助
金
の
申
請
に
必
要
な
書
類
は
南
砺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http

：//w
w
w
.city.nanto.toyam

a.jp/　
か
ら

　
同
窓
会

 

で 

検
索

問
い
合
わ
せ　
交
流
観
光
ま
ち
づ
く
り
課　
☎

2
0
1
9

▼
日
程
お
よ
び
内
容　
毎
回
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

内　
　
　
　
　
　
　
　

容

1
9
月
6
日（
木
）

オ
リ
エン
テ
ー
ション

講
義【
南
砺
市
の
高
齢
者
の
状
況
と
介
護
予
防
事
業
に
つい
て
】

講
義・実
習【
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
1・運
動
」】

ほっ
と
あ
っ
と
な
ん
と
体
操
Ver.
Ⅱ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つい
て

2
9
月
11
日（
火
）
講
義【
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
2・栄
養
】

・
高
齢
者
の
食
生
活
に
つい
て

講
義【
命
の
バ
ト
ン
に
つい
て・サ
ロ
ン
に
つい
て
】

3
9
月
26
日（
水
）

講
義・実
習【
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
3・口
腔
】

・
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つい
て

・
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニン
グ
の
実
践

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
①【
こ
れ
か
ら
介
護
予
防
の
た
め
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
】

4
10
月
10
日（
水
）

講
義【
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
4・認
知
症
】

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
②【
地
域
で
支
え
合
い
の
輪
を
つ
く
ろ
う
】

閉
講
式

5
10
月
18
日（
木
）
住
民
主
体
の
介
護
予
防
に
つい
て

ほ
っ
と
あ
っ
と
な
ん
と
体
操
Ver.
Ⅱ
に
つい
て

体
力
測
定
方
法
に
つい
て

※�

5
回
目（
10
月
18
日
）は
希
望
者
の
み
の
受
講
に
な
り
ま
す
。受
講
さ
れ
た
方
は
地
域
の
住
民
主
体
の

サ
ロ
ン
で
実
施
す
る
体
力
測
定
に
参
加
し
、実
際
に
測
定
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

�

養
成
講
座
」の
開
催

〜
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
一
緒
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
〜

6
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　 ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

援
助
が
必
要
な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

と
っ
て
も
便
利
な
証
明
書

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」サ
ー
ビ
ス

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
!

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

・
ロ
ー
ソ
ン

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
サ
ー
ク
ル
K

休
日
や
夜
間
も
利
用
可
能

（
年
末
年
始
除
く
6
時
30
分
〜
23

時
）で
、市
役
所
窓
口
と
比
べ
て

手
数
料
は
50
円
も
お
得
で
す
。

　

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

を
搭
載
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、ま
た
は
利
用
登
録
の
あ
る
住

基
カ
ー
ド
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
全
部
、個
人
事
項
証
明
書

・
戸
籍
の
附
票

 

と
や
ま
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
も
便
利
で
す
。

　

富
山
県
内
15
市
町
村
31
か
所
の
窓
口
で
住
民
票
等
右

記
の
証
明
書
に
加
え
、身
分
証
明
書
の
取
得
が
可
能
で
す
。

　

免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
さ
れ
、窓
口
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
登
録
証
明
書
の
場
合
は
印
鑑
登
録
証
も
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
　

市
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
係�

☎

2
0
0
8

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却
物
件

①
南
砺
市
久
保
39
番
、40
番

　

•
現
況
地
目　

田	

•
台
帳
面
積　

3
，2
1
4
㎡

　

•
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）�

2
，5
1
9
，0
0
0
円

②
南
砺
市
井
波
字
犬
藪
7
0
0
番
68

　

•
現
況
地
目　

宅
地	
•
台
帳
面
積　

2
6
4
．4
6
㎡

　

•
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）�
4
，6
6
7
，0
0
0
円

③
南
砺
市
坪
野
1
4
8
番
1

　

•
現
況
地
目　

雑
種
地	

•
台
帳
面
積　

9
3
2
㎡

　

•
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）�

1
2
，5
9
0
，0
0
0
円

申
込
方
法

　

�「
市
有
財
産
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

記
入
い
た
だ
き
、必
要
書
類
を
添
付
の
上
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
書
及
び
応
募
要
項
は
財
政
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

　

8
月
24
日（
金
）

留
意
事
項

・
台
帳
面
積
及
び
現
状
有
姿
で
売
却
を
行
い
ま
す
。

・�

入
札
さ
れ
る
方
は
入
札
保
証
金
と
し
て
入
札
し
よ
う
と
す
る

金
額
の
5
%
以
上
の
金
額
を
事
前
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
後
日
返
金
い
た
し
ま
す
。）

・�

ご
購
入
い
た
だ
く
際
、売
買
代
金
と
は
別
に
登
録
免
許
税
、不

動
産
取
得
税
、水
道
加
入
金
、下
水
道
受
益
者
負
担
金
等
の

諸
費
用
が
必
要
で
す
。

・�

前
述
の
物
件
以
外
に
、申
込
み
先
着
順
に
よ
る
売
却
物
件
の
購

入
申
込
み
も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
な
事
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

財
政
課 

管
財
係　

☎

2
0
0
4

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

富
山
県
で
は
平
成
30
年
7
月
よ
り
県
下
一

斉
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
た
め
の「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、

内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、ま
た
は
、妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
方
が

い
ま
す
。そ
う
し
た
方
々
が
、周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、援
助
が
得
や
す
く
な
る
よ
う
、「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」を
作
成
し
、配
布
し
て
い
ま
す
。

　

外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
く
て
も
援
助
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
、困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
電
車
内
で
席

を
ゆ
ず
る
、声
を
か
け
る
な
ど
、思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
」

1
．電
車・バ
ス
の
中
で
、席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

 �

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、疲
れ
や
す
か
っ
た
り
、つ
り
革
に
つ
か

ま
り
続
け
る
な
ど
の
同
じ
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
方
が
い
ま

す
。ま
た
、外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、優
先
席
に
座
っ
て
い
る

と
誤
解
を
さ
れ
る
な
ど
、ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
．駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
、声
を
か
け
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 �

交
通
機
関
の
事
故
な
ど
、突
発
的
な
出
来
事
に
対
し
て
臨
機
応
変

に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
や
、立
ち
上
が
る
、歩
く
、階
段
の

昇
降
な
ど
の
動
作
が
困
難
な
方
が
い
ま
す
。

3
．災
害
時
は
、安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 �

視
覚
障
が
い
者
や
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
状
況
把
握
が
難
し
い

方
、肢
体
不
自
由
な
ど
の
自
力
で
の
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
方
が

い
ま
す
。

配
布
場
所

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係（
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

　

各
行
政
セ
ン
タ
ー・
福
光
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係　

☎

2
0
0
9

店内
マルチコピー機の
「行政サービス」
ボタンを押してね！
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　�

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

細
菌
は
温
度
や
湿
度
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
食
べ
物
の
中
で
増
殖
し
、そ
の
食
べ
物
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。食
中
毒
と
い
う
と
、飲
食
店
で
の
食
事
が
原

因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。食
中

毒
予
防
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、毎
日
の
生
活
の
中
で
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
は
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
。そ
れ
で
も
、お
腹
が
痛
く

な
っ
た
り
、お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
出
た
場
合
は
、早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ	
福
光
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
�
1
7
6
7

細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
①�

指
の
間
や
爪
の
中
ま
で
、せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
念
入
り
に
手
を�

�

洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
・�

調
理
前
、肉・魚・卵
の
調
理
後
、ト
イ
レ
の
後
、食
事
の
前�

	

な
ど
は
必
ず
手
を
洗
う
。

　
②�

傷
の
あ
る
手
で
調
理
す
る
と
き
は
、使
い
捨
て
手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
③�

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
、箸
で
、野
菜
や
他
の
食
品
を
処
理

し
な
い
。使
用
後
は
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
④�

肉
や
魚
な
ど
は
清
潔
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入
れ
、他
の
食
品
に
肉
汁
な

ど
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
食
品
は
低
温
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
・�

生
鮮
食
品
な
ど
は
、購
入
後
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
、�

	

冷
蔵
庫
内
容
量
の
7
割
程
度
を
目
安
に
詰
め
す
ぎ
な
い
。

　
②
作
っ
た
料
理
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
　
・�

温
か
い
料
理
は
常
に
温
か
く（
65
℃
以
上
）、冷
た
い
料
理
は
常
に
冷
た
く

（
10
℃
以
下
）し
て
お
き
、長
時
間
、室
温
に
放
置
し
な
い
。

　
　
・�

冷
蔵
庫
を
過
信
せ
ず
、早
め
に
食
べ
る
。

　
①
調
理
器
具
は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
・�

調
理
器
具
は
、洗
剤
で
よ
く
洗
っ
て
か
ら
、熱
湯
を
か
け
て
、乾
燥
さ
せ

る
。（
特
に
肉
や
魚
介
類
、卵
を
使
っ
た
後
）

　
　
・
ふ
き
ん
、タ
オ
ル
な
ど
は
、よ
く
洗
っ
て
、乾
か
す
。

　
②
加
熱
調
理
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
・
食
品
の
中
心
温
度
が
75
℃
以
上・１
分
間
以
上
の
加
熱
が
目
安
。

　
③
温
め
直
し
は
、沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

やっつける 増やさない 付けない

冷凍庫は
-15℃以下

冷蔵庫は
10℃以下

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

起
業
す
る
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
な
ん
と
女
性
起
業
塾（
本
気
塾
）」
を
開
催
し
ま
す
！

起
業
を
具
体
的
に
考
え
て
い
る
け
れ
ど
起
業
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。

自
分
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
で
起
業
を
し
た
い
。起
業
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
知
り
た
い
。

そ
の
よ
う
な
想
い
を
お
持
ち
の
女
性
の
皆
様
、本
気
で
起
業
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

○
本
気
塾　
　
全
講
座　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分　
　

日　
　
程

内　
　
　
容

第
1
回

9
月
14
日（
金
）
入
塾
式
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

（
講
師
）Offi

ce　
ア
シ
ス
タ　
代
表　
山
川　
広
美 

氏

第
2
回

9
月
28
日（
金
）
起
業
の
心
構
え
と
成
功
す
る
事
業
計
画
の
立
て
方

（
講
師
）と
や
ま
キ
ト
キ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス 

代
表　
中
野　
英一郎 

氏

第
3
回

10
月
12
日（
金
）
（
仮
）
強
み
の
発
掘
、
発
信

（
講
師
）㈱
ワ
ー
ル
ド
リ
ー・デ
ザ
イ
ン　
代
表
取
締
役　
明
石　
あ
お
い 

氏

第
4
回

10
月
26
日（
金
）
修
了
式
（
全
体
総
括
）

（
講
師
）人
づ
く
り・学
び
舎　
代
表　
浦
井　
啓
子 

氏

◎
受
講
料	

�

全
４
回　
２
，０
０
０
円

　

※
講
座
内
容
等
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
対
象
者	

�

南
砺
市
内
で
起
業
を
す
る
方
、起
業

後
間
も
な
い
方（
第
二
創
業
可
）

◎
定　

員	

10
名

◎
会　

場	�

南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ（
桜
ク
リ
エ
）

◎
申
込
期
限　
８
月
24
日（
金
）

○
実
践
編（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
） 　
事
前・事
後
研
修　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　

起
業
を
目
指
す
方
が
、実
際
に
試
行
的
に
イ
ベ
ン
ト
出
展
等
に
挑
戦
し
ま
す（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
）。

　

前
後
に
研
修
を
行
い
起
業
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

事
前
研
修
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
に
必
要
な
事
前
準
備
に
つ
い
て
検
討
。事
後
研
修
で
は
実
際
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
み
て
の
振
り
返
り
を
基
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
す
。

日　
　
程

内　
　
　
容

第
1
回

11
月
2
日（
金
）
事
前
研
修

（
講
師
）人
づ
く
り・学
び
舎　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　
坂
本　
恵 
氏

随　
　
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ（
各
自
）

第
2
回

12
月
21
日（
金
）
事
後
研
修

（
講
師
）人
づ
く
り・学
び
舎　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　
坂
本　
恵 

氏

◎
受
講
料	

無
料（
研
修
、出
店
料
な
ど
会
場
費
）

　

※
研
修
、会
場
費
以
外
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
者	�

南
砺
市
内
で
起
業
を
す
る
方

◎
定　

員	

20
名

◎
会　

場	�

南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ（
桜
ク
リ
エ
）

◎
申
込
期
限　

9
月
28
日（
金
）

　

※�

申
込
方
法
：
詳
細
は
女
性
起
業
塾
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://m

ail1279.w
ixsite.

com
/nanto

）等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※�

留
意
点
：
書
類
審
査
あ
り
。本
気
塾
、実
践

編
両
方
参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ	

商
工
課　
☎
㉓
２
０
１
８

	

な
ん
と
女
性
起
業
塾
事
務
局　
人
づ
く
り・学
び
舎　

M
AIL:info@

hitom
ana.org
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平
成
30
年
度

南
砺
サ
テ
ラ
イ
ト
リ
レ
ー
講
座

受
講
生
募
集

　

大
学
教
授
に
よ
る
身
近
な
話
題
の
講
座
で
す
。

受
講
料
無
料
!
講
座
ご
と
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

▼
会　
場	

富
山
国
際
学
園
南
砺
サ
テ
ラ
イ
ト

	

（
南
砺
市
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

▼
日
程・内
容

　

・
8
月
17
日（
金
）

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
40
分　

　
　
「
会
社
の
良
し
悪
し
を
見
抜
く
財
務
分
析
」

�

富
山
短
期
大
学 

経
営
情
報
学
科 

准
教
授　

加
納 

輝
尚
氏

　

・
8
月
17
日（
金
）

　
　

午
後
2
時
50
分
〜
4
時

　
　
「
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
を
新
聞
で
読
み
解
く
」

�

富
山
短
期
大
学 

経
営
情
報
学
科 

准
教
授　

森
井
泉 

仁
氏

　

・
8
月
25
日（
土
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

　
　
「
今
日
の
憲
法
改
正
論
議
を
診
る
」

�

富
山
国
際
大
学 

現
代
社
会
学
部 

教
授　

後
藤 

智
氏

申
込・問
い
合
わ
せ

　
富
山
国
際
大
学
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎076-483-8000

（
代
表
）

　
富
山
短
期
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
☎076-436-5176

平
成
30
年
度

県
民
カ
レ
ッ
ジ
砺
波
地
区
セ
ン
タ
ー

後
期
受
講
者
募
集

　
と
な
み
野
高
校
の
生
徒
と
社
会
人
が
共
に
学
ぶ「
共

学
講
座
」や
社
会
人
向
け
の「
地
域
課
題
学
び
活
か
し

講
座
」、「
ふ
る
さ
と
探
究
講
座
」を
開
講
し
ま
す
。

※�

市
内
生
涯
学
習
施
設
に
配
置
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間�

7
月
27
日（
金
）〜
9
月
3
日（
月
）必
着

申
込・問
い
合
わ
せ

　
県
民
カ
レ
ッ
ジ
砺
波
地
区
セ
ン
タ
ー

　
（
と
な
み
野
高
校
内
）　
☎0766-61-2020

富
山
県
文
化
ホ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
演
事
業

な
ん
と
!
と
な
み
の

�

お
気
軽
寄
席 

そ
の
参

＊
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
寄
席
＊

　

若
手
・
中
堅
実
力
派
の
生
の
落
語
を
お
気
軽
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
!

◇
日　
時	

8
月
27
日（
月
）

	

午
後
2
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

◇
出　
演	

桂
米
紫　

桂
紅
雀　

桂
弥
っこ

◇
チ
ケ
ッ
ト　
全
席
自
由　

　

前
売
8
0
0
円

　

当
日
1
，0
0
0
円

※
中
学
生
以
下
3
0
0
円

　
（
前
売
、当
日
と
も
）

会
場・問
い
合
わ
せ

　

城
端
伝
統
芸
能
会
館

　
「
じ
ょ
う
は
な
座
」

　
☎

5
0
5
0

　
（
火
曜
日
休
館
）

富
山
県
文
化
ホ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
演
事
業

怪
盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン

大
脱
走�

入
場
無
料

　

こ
の
夏
、グ
ル
ー
と

ミ
ニ
オ
ン
の
新
た
な
物

語
が
始
ま
る
!!　

▼
日　
時

　

8
月
19
日（
日
）　

　

開
演
午
前
10
時

会
場・問
い
合
わ
せ

　
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　
☎

5
8
8
5（
火
曜
日
休
館
）

▼
会　
場	

南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ

▼
参
加
費	

無
料

▼
日
程
・
内
容
等	

毎
週
木
曜
日　

午
後
2
時
～
3
時
30
分
頃

	

（
セ
ミ
ナ
ー
後
は
参
加
者
同
士
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
）

日
程

内
容

講
師

8
月
２
日

（
木
）
デ
ッ
サ
ン
講
座

　
～
季
節
の
草
花
の
ス
ケ
ッ
チ
、

�

デ
ッ
サ
ン
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
～

日
本
画
家

�

　
井
村
健
太
郎
氏

8
月
９
日

（
木
）
親
子
の
色
育
講
座

　
～
色
の
ワ
ー
ク
で
楽
し
む

�

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～

色
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

�

神
田
正
枝
氏

8
月
23
日

（
木
）
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

　
～
カ
エ
ル
の
置
物
と

�

カ
ー
ド
立
て
作
り
～

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

�

ま
さ
代
氏

8
月
30
日

（
木
）
名
刺
作
成
講
座　

　
～
名
刺
で
決
ま
る
第一印
象
～

（
有
）コ
ー
ズ

代
表
取
締
役
／

デ
ザ
イ
ナ
ー�

高
才
弘
氏

※
タ
イ
ト
ル
と
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

E
-mail :sakulabo2018@

gmail.com

問
い
合
わ
せ　
商
工
課　
☎

2
0
1
8

「
さ
く
ラ
ボ
」

�
カ
レ
ン
ダ
ー

(C) 2016 Universal Studios. All Rights Reserved.

学
び
た
い
！
体
験
し
た
い
！

　
　
　

作
り
た
い
！
会
い
た
い
！

体
験
型
フ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー【
さ
く
ラ
ボ
】で
、

自
分
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
、お
好
き
な
セ
ミ
ナ
ー
に

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
何
か
が
発
見
で
き
る
は
ず
！

9
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南
砺
市
で
は
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
エコ
ビ
レッ
ジ
構
想
や
、地
域
包
括
ケ
ア・小
規
模
多

機
能
自
治
な
ど
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、市
民

志
向
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
って
い
ま
す
。

　

南
砺
の
豊
か
な
自
然
や
独
自
の
歴
史
と
文
化
を
次
世

代
に
繋
い
で
い
く
た
め
に「
南
砺
幸
せ
未
来
基
金
」を
設

立
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
基
金
設
立
に
向
け

て
、先
行
事
例
を
学
び
、約
1
年
間
の
検
討
を
経
て
、こ
の

た
び「
南
砺
幸
せ
未
来
基
金
設
立
準
備
会
」が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。「
南
砺
幸
せ
未
来
基
金
」は
地
域
内
に
あ
る
資
本

（
資
金
・
人
・
技
術
・つ
な
が
り
な
ど
）を
地
域
内
で
巡
ら
せ

る
仕
組
み
を
構
築
し
、地
域
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た

め
に
運
営
さ
れ
ま
す
。当
面
は
、一
般
財
団
法
人
の
設
立
に

向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に「
南
砺
幸
せ
未
来
基
金
」の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、南
砺
幸
せ
未
来
基
金
の

F
acebook

が
開
設
さ
れ
、進
捗
状
況
等
の
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。是
非「
い
い
ね
！
」ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た

だ
き
本
活
動
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

https://www.facebook.com/nantoshiawasemiraikikin/

　
エコ
ビ
レッ
ジ
推
進
課
で
は
、今
後
も
広
報
な
ん
と
や
市

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
活
動
な
ど
を
通
し
て
本
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
南
砺
幸
せ
未
来
募
金
事
務
局（
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
課
内
）

　
☎

2
0
5
0

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
に
つ
いて

　

ブ
ロッ
ク
塀
は
構
造
に
つ
い
て
建
築
基
準
法
施
行
令
等
で
基
準
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
大
き
な
地
震
に
も
耐
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
が
、年
数
と
と
も
に
老
朽
化
し
、地
震
の
際
に
倒
壊
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
ブ
ロッ
ク
塀
の
倒
壊
は
、人
的
被
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、道
路

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
に
よ
り
、避
難
活
動・救
助
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、維

持
管
理
責
任
の
あ
る
所
有
者・管
理
者
に
よ
る
日
頃
か
ら
の
点
検
が
大
切
で
す
。

　

次
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ
き
、ご
自
身
が
所
有・管
理
す
る
ブ
ロッ
ク
塀

等
の
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
、外
観
で
①
〜
⑤
を
チ
ェッ
ク
し
、ひ
と
つ
で
も
不
適
合
が
あ
る
場
合

や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

①
塀
は
高
す
ぎ
な
い
か

　

・�

塀
の
高
さ
は
地
盤
か
ら
2
．2ｍ
以
下
か
。

②
塀
の
厚
さ
は
十
分
か

　

・�

塀
の
厚
さ
は
10㎝
以
上
か
。（
塀
の
高
さ
が
2
m
超
2
．2ｍ
以
下
の
場

合
は
15㎝
以
上
）

③
控
え
壁
は
あ
る
か
。（
塀
の
高
さ
が
1
．2ｍ
超
の
場
合
）

　

・�

塀
の
長
さ
3
．4ｍ
以
下
ご
と
に
、塀
の
高
さ
の
1
/
5
以
上
突
出
し
た

控
え
壁
が
あ
る
か
。

④
基
礎
が
あ
る
か

　

・�コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か
。

⑤
塀
は
健
全
か

　

・�

塀
に
傾
き
、ひ
び
割
れ
は
な
い
か
。

□
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

  

⑥
塀
に
鉄
筋
は
入
っ
て
い
る
か

　

・�

塀
の
中
に
直
径
9㎜
以
上
の
鉄
筋
が
、縦
横
と
も
80㎝
間
隔
以
下
で
配
筋

さ
れ
て
お
り
、縦
筋
は
壁
頂
部
お
よ
び
基
礎
の
横
筋
に
、横
筋
は
縦
筋
に

そ
れ
ぞ
れ
か
ぎ
掛
け
さ
れ
て
い
る
か
。

　

・
基
礎
の
根
入
れ
深
さ
は
30㎝
以
上
か
。（
塀
の
高
さ
が
1
．2ｍ
超
の
場
合
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

と
や
ま
住
ま
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
住
宅
相
談
所
に
て
ブ
ロッ
ク
塀
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分
・076-441-6312

）

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課　
建
築
住
宅
係　
☎

2
0
2
2

【運用資金】
・寄付金
・遺贈金
・休眠預金
・助成金など

南砺幸せ未来基金

市民による持続可能な循環型地域づくりの活動

南砺幸せ未来基金応援団の皆さん

次世代のための地域の実現

・会社員
・農林業者
・自営業者
・団体職員
・医者
・看護師
・公務員
など多くの皆さん

・寄付金
・技術やノウハウの提供
・人的ネットワークの紹介
・情報の提供や情報発信
・活動への参加、意見や提言

支　援

南砺の未来のために
自然や産業、文化を
次世代につなげます

活動資金、技術ノウハウ、
人的ネットワークなど、
幅広く支援します

未
来
を
生
き
る
次
世
代
に

　
　
　
　
南
砺
の
未
来
資
本
を
！

「
南
砺
幸
せ
未
来
基
金
」が

　
　
　
　
　
動
き
始
め
ま
す
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「 地域ならではの食 」
　先日五箇山で味わった料理が忘れられない。実に美味しかった。 五箇山豆腐
の昆布締めと燻製、若い岩魚甘露煮とよしな、岩魚塩焼き、熊肉の味噌焼き、山
菜煮物、もりそば。デザートは栃餅のきな粉かけ。勿論地酒三笑楽のにごり、純
米、大吟醸で頂く。
　ご一緒した全国で色々な料理を食べて来られただろうグルメなお客様は地元
の食材だけのおもてなしに大満足の様子だった。
　食とは文化なんだなあ。食材を生かすことは勿論であるが、その地にしかない
食材と味。歴史と伝統を感じるが、その中に斬新な冒険もちゃんと入っている。

　人を幸せにする食文化。オンリーワンのメニュー。話も弾みだいぶ時間をオーバーしてお開きとなった。
　最近Facebookで、若い農家が山の中で荒れた田畑を一生懸命耕してハウスを建てている画像が流れる。熱い情熱が
伝わってくる。画面に写ってはいないが日焼けした額に汗が綺麗に光って見えるようだ。また、我が家の近所に移住した日
本料理人の料理から深い哲学が伝わってくる。
　「食」を通した地域づくりをもっと進めていきたいものだ。勿論地産地消や地元ならではのモノにこだわって。先日南砺市
のブランド商品の募集を行った。そこには様 「々地域ならでは」の食品が並んだ。地域ならではの食材で地域ならではの料
理を提供する。あー。美味しいことは良いことだ。実感!

市長の

　皆さん、なんと国際交流フェスティバ
ルに来ていただけましたか?色々な国
の人が集まって、素晴らしい各国の紹
介ブースやステージパフォーマンスが
ありました。前日準備からボランティア
の皆さんはフェスティバルを成功させる
ために一生懸命頑張っていました。当
日もバタバタしているところはありまし
たが、すごく良いフェスティバルになっ
たと思います。私は当日ずっとステージ
での通訳で忙しく、見て回る余裕はあま
りなかったけど、文化体験と民族衣装も大変楽しそうでした。
　一応、私もステージに出たんです。ここ数年練習していなかったのにビオラの

演奏をしました。緊張でうまく弾けなかったです。聞いている皆さんに申し訳ありませんでした。でも私以外のパ
フォーマンスは大成功でした!フィリピンやインドのダンス、琴や三味線など、どれも素敵でした。もちろん、CHIKO
さんのライブも素晴らしくて楽しくて、ずっと聞いていたかったです。
　ボランティアや参加者の皆さん、お疲れ様でした!そして、来年も楽しみにしています!

Ⅶ私の　
南砺市
滞在記●

南砺市国際交流員
ケイト・エラーホースト

Katherine　Ellerhorst

● 作り方�

①�きゅうりは乱切り、かぶはい
ちょう切りにして塩をふり、し
んなりしたら水洗いし、水気
をきる。
②�もやしは電子レンジで加熱
し、冷ます。
③たこを一口大に切る。
④�①②③と汁気をきった白菜
キムチを混ぜ合わせ、器に盛
りつける。

食育コメント　～よく噛んで食べる習慣をつけましょう～
　噛むことの効果には、大きく分けて以下の4つがあります。①満腹中枢が
刺激されて満腹感が得られ、肥満予防になる。②消化・吸収がよくなる。③唾
液が分泌され、虫歯を防ぐ。④あご周りの神経や血管が刺激され、脳の働き
が活発になる。
　きゅうり、たこ、ごぼうなどの噛みごたえや弾力のある食品を選ぶ、乱切りや
一口大に大きく切る、など調理方法を工夫して、そしゃく回数を増やしましょう。

食生活改善推進協議会　栄養部会　水上 麗子さん

野菜とゆでだこのキムチあえ

【1人分あたりの栄養価】
エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量
48Kcal 6.1g 0.3g 5.4g 0.8g

食卓に野菜を
もう1品
食育リーダー
　 からのレシピ紹介

CHIKOさんのきれいな歌声に
感動させられました

～ 国際フェスティバル ～

● 材料（2人分）�
たこ（ゆで）�……………40g
きゅうり�……………2/3本
かぶ（小）�……………1/2個

もやし�…………………30g
白菜キムチ�……………60g
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？？？

！

南
砺
市
や
南
砺
市
商
工

会
な
ど
で
組
織
す
る「
南
砺

ブ
ラ
ン
ド
開
発
支
援
事
業
」

実
行
委
員
会
が
取
り
組
む

既
存
商
品
の
磨
き
上
げ
や

首
都
圏
へ
の
販
路
拡
大
な

ど
に
重
点
を
お
い
た
南
砺

ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
支
援

事
業「
な
ん
と
幸
せ
の
お
す

そ
わ
け
」の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ

ベ
ン
ト
が
城
端
ク
リ
エ
イ

タ
ー
プ
ラ
ザ「
桜
ク
リ
エ
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
事
業
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
桶
川
高
明
氏
の
事
例
紹
介
や
富

山
県
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
㈱
T
U
G　

D
E
D
I
G
N
代
表
取
締
役
の
岡
雄
一
郎
氏
に
よ
る

「
デ
ザ
イ
ン
っ
て
何
?
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

デ
ザ
イ
ン
」と
題
し
た
講
演

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、カ
タ
ロ
グ
作
成

や
、E
C
サ
イ
ト
運
用
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た

厳
選
し
た
ブ
ラ
ン
ド
商
品

を
南
砺
市
の
P
R
に
活
用

し
、「
モ
ノ
を
売
っ
て
ヒ
ト

を
呼
ぶ
」「
ヒ
ト
を
呼
ん
で

モ
ノ
を
売
る
」好
循
環
を
目

指
し
ま
す
。

福
野
地
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ア
・
ミ
ュ
ー
に
て
3
回
目
と
な
る
南
砺
市
防

災
フ
ェ
ア
が
開
催
。休
日
の
お
買
い
物
に
訪
れ
た
地
域
住
民
や
家
族
連
れ
ら

は
様
々
な
体
験
を
通
し
て
“
ほ
ん
の
少
し
”
の
心
掛
け
や
備
え
、い
ざ
と
い

う
時
に
被
害
を
小
さ
く
す
る
知
恵
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
非
常
用
持
出
袋
準
備
の
ア
ド
バ
イ
ス
、身
近
な
も
の
で
防
災
グ

ッ
ズ
を
作
る
工
作
体
験
、子
ど
も
用
防
火
衣
を
試
着
し
て
の
バ
ケ
ツ
消
火
ゲ

ー
ム
、多
彩
な
非
常
食
の
試
食
や
簡
易
タ
ン
カ
の
作
成
体
験
な
ど
様
々
な
ブ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
、大
勢
の
来
場
者
は
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
防
災
フ
ェ
ア
の
会
場
で
は
、市

が
実
施
の
準
備
を
進
め
て
い
る
地
域
ポ
イ
ン
ト

制
度「
な
ん
と
ポ
イ
ン
ト
」の
試
験
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ「
L
I
N
E
@
」の
「
L
I
N
E
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー

ド
」機
能
を
活
用
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
交
付
す
る
仕
組
み
で
、試
験
交
付
へ
の
参
加
者
は
、自
分

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
方
に
市
や
県
か
ら
の
お
祝
い
状
、

お
祝
い
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

○
西
尾　

み
さ
を 

さ
ん

　
（�

福
光
、�

	

大
正
7
年
6
月
27
日
生
ま
れ
）

「
南
砺
の
幸
せ
」を

全
国
へ
発
信
！

6
月
26
日（
火
）

防
災
を
楽
し
く
学
ぼ
う
!
そ
し
て

楽
し
く
貯
め
よ
う
! �

7
月
1
日（
日
）

満
百
歳

お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す
!
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